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わされてきた。しかし下に掲げる 2012年 10月 2日の Yuri TambovtsevのWhat is corpora and what 
is not?と題した投稿メール（原文ママ）による問題提起から、連続して 77件以上の活発な議論
が噴出することになった。（注 4）
（1）  ［Corpora-List］  What is corpora and what is not?　　（Tue Oct 2 14:21:21 CEST 2012）
Dear corpora members, I do not understand, what corpora is and what corpora is not.  Is the set the 
text of books by Charles Dickens is a Dickens corpora? What about the books of Ernst Hemingway 
and other writers?  Looking forward to hearing your opinion to yutamb at mail.ru.






（2）   ..., a corpus will be considered a collection of texts or parts of texts upon which some general 








（3）   ..., a corpus has come to be regarded as a body of text made available in computer-readable form for 





（4）    （i） （loosely） any body of text  （ii） （most commonly） a body of machine-readable text  （iii）  （more 
strictly） a finite collection of machine-readable text, sampled to be maximally representable of a 








































































































































キスト準拠の検索（TBR: Text Based Retrieval）が行われる。ここで大きな問題となるのが、話し
言葉の書き写しの際に、アノテーションに不可避的に介入するコーパス編纂者および書き写し手
の解釈の問題である。例えば、当該の文が形式的には疑問文であっても、前後の関係や音調から


























付加された膨大なメタデータに対する検索と並んで、内容解析による検索（CBR: Content Based 

















（5）   In primis concessisse Deo et hac presenti carta nostra conﬁrmasse, pro nobis et heredibus nostris in 
perpetuum, quod Anglicana ecclesie libera sit, et habeat jura sua integra, et libertates suas illesas; et ita 
volumus observari; quod apparet ex eo quod libertatem electionum, que maxima et... 

















































＊　本論は日本学術振興科学技術研究費補助金（基盤研究（C） 課題番号 : 23531238）の交付を受けて行われてい
る研究の一部を扱ったものである。
1   Corpora mailing list: Corpora@uib.no   （http://mailman.uib.no/listinfo/corpora）
2   1952年には英米のコンピュータ技術者と言語学者が機械翻訳の可能性を認め、現代では Computational 
Linguistics （MIT Press）として知られるジャーナルの祖として Machine Translationを 1954年に刊行開始した。
3   山梨（2012）などの議論を参照。




  ［Corpora-List］ What I came away with from the “What is a Corpus” discussion
  ［Corpora-List］ Is corpora of texts an object?
5   Brigham Young大学のMark Daviesが新たに公開を開始した Corpus of American Soap Operas （http://corpus2.byu.
edu/soap/）をめぐって一連の議論が続いた。
6   談話の前後環境や参加者間の関係、対話の場面状況などの多様な条件も射程に入れた研究も盛んである。人
間は利用可能なあらゆるメディアを最大限に活用して言語によりコミュニケーションを成立させているともい
える。
7   また、ファイルサイズもそれらにつれて当然肥大化する。
8   幼児の言語習得の過程を蓄積し分析しようとする大規模な試みである CHILDES （Child Language Data 
Exchange System）などでも、純粋な言語学的目的から膨大なコーパスが利用されることもあれば、言語教育理
論への応用目的でそれが用いられることもある。
9   コンピュータの記憶容量と処理速度の天文学的な向上によって、膨大な量のメタデータを付与することがす
でに可能となっており、メタデータの自動付与の仕組みも盛んに研究されている。
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